
































































正 14）年 1 月 1 日発
行（印刷納本は 1924















































































































































































































































邦題 原題 監督 主演 （参考）
製作年
1 ビスマルク Bismark（ママ） リヒアルト・シヨツト フランツ・ルドンウイ
ツヒ
1914










4 太陽兒 Burning Day light エドワード・スローマ
（ママ）
ミツチエル・ルイス 1920
5 海の雄叫び Mutiny of the 
Elsinor（ママ）
エドワード・スローマン ミツチエル・ルイス 1920
6 赤熱の十字架 Right of Way ジヤツク・デイロン バート・ライテル 1920
7 戀の魔神の前
に
Idol Dancer デヴイツド・グリフイス クラリン・セイモアー 1920
8 彼の學生時代 Old Swimming 
Valle（ママ）
ジヨセフ・ドグラス チヤールス・レイ 1921
9 女は遂に One Week of Love ヂヨルジユ・アジヤン
ボー
コンウエー・タール 1922
10 自由結婚 Common Law ヂヨルジユ・アジヤン
ボー
コリン・グリフイス 1923
11 デセプシヨン Deception エルンスト・ルビツチ エミール・ヤニングス 1920





13 ジゴマ Zigoma（ママ） 　（空欄） アルキエール 1911
14 深夜の警笛 Midnight Patrol アルヴイン・ウイラツト サーストン・ホール 1918































































に現在、演劇博物館が所蔵する、セカイフイルム社寄贈のプリントは、『世界の心 Hearts of 
the World』（D.W.グリフィス監督、1918年）、『闇の力 Die Macht der Finsternis』（コンラー







21　広告「殉職美談　河西訓導」『東京演芸通信』1927年 6月 2日、演博所蔵分 86頁（同記述
による）
22　「協会に対抗して新組合蹶起す」『やまと新聞』1925年 8月 20日、演博所蔵分 48頁（同記
述による）
23　牧野前掲稿、1986年、3頁
24　『日本映画事業総覧』大正十五年版、国際映画通信社、1925年
25　『国際映画年鑑』昭和九年版、国際映画通信社、1934年、391–392頁。全日本映画業組合の
事務所は、セカイフイルム社と同じ住所であった。ちなみに、セカイフイルム社の検閲代行
について指摘している牧野前掲稿や、同『日本映画検閲史』（パンドラ、2003年）にも、日
本映画業組合については言及されていない。なお、『国際映画年鑑』昭和九年版にみられる組
合員は以下の通りである。
△岩岡商會（岩岡滋博）△岩松洋行（土肥武雄）△東和商事合資會社（川喜多長政）△東
京實業商會（吉田淺吉）△中央映畫社（中曾根丈衛）△千代田洋行映畫部（大長庫吉）△
千葉映畫製作所（千葉一郎）△大藏興行本部（大藏貢）△オールキネマ社（永井勇吉）△
臺灣シネマ商會（古澤伸一）△中谷事務所（中谷義一郎）△中村商會敎育映畫部△エデン
シネマ社△中村義明商店（中村義明）△株式會社長瀬商店（長瀬德太郎）△孔雀活動カメ
ラ店（中村辰之助）△合資會社ヤマニ洋行（片山三四造）△丸茂電機製作所（丸茂富治郎）
△フヂワラ・フイルム・ラボラリー（藤原幸三郎）△合名會社高密工場（堀熊三郎）△テ
ラオ映畫商社（寺尾勇次）△旭光學工業合資會社（梶原熊雄）△愛知商會（山梨靜宏）△
赤澤キネマ本部（赤澤大介）△三映社（大津淳吉）△三國貿易株式會社（三浦鼎）△合資
會社三益商會（淺羽璋亮）△水中商會（水中正憲）△モリモト映畫本社（森本豊吉）△セ
カイフイルム社（駒田好洋）△杉山映畫製作所（杉山大吉）
また設立翌年の 1926年の時点では、桑野商会の桑野止也、カノー・フイルム商会の藤岡與市、
岡本洋行の青地忠三、小松商会の齋藤幸太郎、東京シネマ商会の芹川政一、日本フイルム協
会の杉田亀太郎らも、名前を連ねていた（『日本映画事業総覧』昭和二年版、国際映画通信社、
1926年、601頁）。
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26　演博所蔵分に収められた記事は、次のように述べている。
去る十四日朝日新聞會議室に組合側を代表し駒田好洋氏杉山大吉氏協會側よりは田尻種經
氏新聞社側より代表者寄りて協議の結果、従來協會對組合の間には種々軋轢があり互に相
反目し合つてゐたように傳えられてゐたが、此れでは此の國家的大事業を完成せしむる上
に隱當でない宜しく一致團結すべしとの議起り茲に　御大喪　儀活動寫眞謹寫團本部が朝
日新聞社内に設立され駒田好洋、田尻種經の二氏がその總務になつて活躍中である、組合
並に協會側の顔ぶれは既に報道せる如くで新聞社撮影班は東京朝日東京日日、報知、國民、
時事及び帝通、電通の七社である
（「組合、協会、新聞社合体して御大喪儀活動写真謹写団成る」『活動新聞』1927年 1月 22
日、演博所蔵分 78頁（同記述による））
同記事によれば、全日本映画業組合と大日本活動写真協会の撮影機が各三台、新聞社が計五
台の割当だったという。
27　高橋邦太郎「映画博物館（一）」新田所蔵分所収
28　高橋邦太郎「映画博物館（二）」新田所蔵分所収
